
条
の
1
8第
５
項
」

に
、

「
４
～
５
（
略
）

」

を

「
４
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
ほ
か
、
第
6
2条
第

１
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、船
舶
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
試
験

の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
量
に
限
り
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必

要
な
試
料
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
（
略
）

」

に
、「

８
～

1
2」

を

「
８
～
1
1」

に
改
め
る
。

平成™œ年˜™月�日 金曜日 (号外第™��号)官 報

第
十
五
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
」
を
削
り
、「
そ
の
他
」
を「
そ
の
他
の
」に
改
め
、「
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
申
請
に
係
る
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方

法
等
が
同
項
第
三
号
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
」
を
加
え
、
同
項
各
号
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中
「
、
副
本
二
通
」
を
削
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等

第
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

に
つ
い
て
は
、
既
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
当
該

書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
が
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

計
算
に
よ
っ
て
説
明
し
た
書
類
そ
の
他
の
当
該
申
請
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
が
設
計
及
び
工
事
の
方
法

の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

二

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
が
法
第
五
十
一
条
の
七
第
三
項
第
三
号
の
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

第
十
六
条
第
三
項
中
「
、
副
本
二
通
」
を
削
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条

削
除

第
二
十
一
条
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、「
前
条
第
一
号
（
警
報
装
置
に
係
る
も
の
を
除
く
。）及
び
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
「
次
に
掲
げ
る
検
査
」に
改
め
、

同
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

一

非
常
用
電
源
装
置
そ
の
他
の
非
常
用
装
置
及
び
連
動
装
置
（
一
定
の
条
件
が
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
機
器
を
作

動
さ
せ
な
い
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
作
動
検
査

二

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
処
理
能
力
の
確
認
検
査

三

主
要
な
放
射
線
管
理
施
設
の
性
能
の
確
認
検
査

四

廃
棄
物
埋
設
施
設
中
人
が
常
時
立
ち
入
る
場
所
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
の
使
用
中
特
に
人
が
立
ち
入
る
場
所
そ

の
他
放
射
線
管
理
を
特
に
必
要
と
す
る
場
所
に
お
け
る
線
量
当
量
率
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
確

認
検
査

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
通
知
書
」
を
「
通
知
書
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
十
八
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
（
特
定
廃
棄
物
埋
設
施
設
に
係

る
も
の
に
限
る
。）に
は
、
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
当
該
申

請
に
係
る
検
査
実
施
要
領
書
（
法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
副
本
二
通
」
を
「
写
し
一
通
」
に
改
め
る
。

（
核
燃
料
物
質
の
受
託
貯
蔵
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

核
燃
料
物
質
の
受
託
貯
蔵
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
省
令
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。

（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
の
検
査
等
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
原

子
力
安
全
基
盤
機
構
の
検
査
等
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
四
表
面
中
「核

原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
6
8条
第
1
0項

」
を
「核

原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
6
8条
第
1
1項

」
に
改
め
る
。

（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
に
係
る
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
確
認
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
に
係
る
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
確
認
等
に
関
す

る
規
則
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
四
表
面
中
「核

原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
6
8条
第
1
0項

」
を
「核

原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
6
8条
第
1
1項

」
に
改
め
る
。

（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
に
係
る
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
に
係
る
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成

十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
一
条
の
二
中
「
省
令
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「
原
子
炉
施
設
」
を
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
」
に
改
め
る
。

（
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部

改
正
）

第
二
十
六
条

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規

則
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
省
令
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、「
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。」を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
省
令
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
\
中
「
遮
へ
い
」
を
「
遮
蔽
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三

百
二
十
四
号
。」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
、
副
本
二
通
」
を
削
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
、
副
本
二
通
」
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
通
知
書
」
を
「
通
知
書
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に

第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
五
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
確
認
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
当
該
申
請
に
係
る
確
認
実
施
要
領
書
（
法
第
五
十
一
条
の
六
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
確
認
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ
の
検
査
の
た
め
の
組
織
（
以
下
「
設
計
及
び
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の
方
法
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
次
の
事
項

イ

品
質
保
証
の
実
施
に
係
る
組
織

ロ

保
安
活
動
の
計
画

ハ

保
安
活
動
の
実
施

ニ

保
安
活
動
の
評
価

ホ

保
安
活
動
の
改
善

œ›
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